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◇ 2023 年 11 号では，本年度の特集「令和の分析化学教育」が
掲載されています．大学だけでなく，企業や高校など様々な
立場から教育に対する熱意と同時に難しさが伝わり，深く感
心しています．それだけに留まらず，実践していきたい今後
のヒントを頂けたと思います．奇しくも「とびら」，「リレー
エッセイ」でも，同じ教育についての話題が挙がっており，
どの立場でも教育における関心の高さ・重要性が伺えます．
◇ 2023 年のノーベル化学賞は「量子ドットの発見と合成」に
貢献した三氏が受賞されました．この量子ドット技術は，
ディスプレイ，太陽電池，蛍光イメージングなどに使用され
ており，すでにディスプレイにおいては，2013 年から市販
化されています．その特徴は，高画質，広視野角などのメ
リットがありますが，安全性に問題ないレベルのカドミウム
を使用されるという欠点が指摘されています．この受賞によ
り技術革新がさらに進み，より安全性の高い製品の開発が進
むと考えられます．
◇本学会の会長である大谷肇先生が 8月に突然ご逝去されま
した．大谷先生には某学会でご一緒させて頂いて以来，研究
やお酒でもたくさんのご指導やアドバイスを頂きました．感
謝申し上げるとともに，心よりご冥福をお祈り申し上げま
す． 〔H. S.〕

「ぶんせき」次号掲載予定
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〈入門講座〉　分離技術：原理から最新技術まで
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〈ミニファイル〉　マイクロ・ナノの分析化学　

　実用化・展望   渡慶次 学

〈話　　題〉　　　

ペルおよびポリフルオロアルキル化合物の 

包括管理に向けて   三宅 祐一
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🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ
さい．
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ください．
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